
JP 4600297 B2 2010.12.15

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル放送信号を受信するテレビジョン受像機であって、記憶手段，表示駆動手段及
び制御手段を備えたテレビジョン受像機と、記録端末装置とで構成され、
　前記テレビジョン受像機の前記制御手段は、受信されたデジタル放送信号から分離され
た蓄積型のデータに、テレビジョン番組の映像中の特定のオブジェクトに関連する関連情
報と、該オブジェクトが画面に表示されるフレームを示す情報と、フレーム毎の画面上で
の該オブジェクトの表示領域を示す領域情報とが含まれている場合、該オブジェクトを表
示すべきフレーム毎に、該オブジェクトについての前記関連情報と前記領域情報とを対応
させて前記記憶手段に記憶させ、
　前記テレビジョン受像機の前記表示駆動手段は、前記受信されたデジタル放送信号から
分離された映像パケット及び非蓄積型のデータに基づいて生成された１フレーム分ずつの
表示画面データが供給される毎に、該表示画面データを表示手段に表示させるとともに、
該表示手段の画面のうち前記記憶手段に前記領域情報が記憶された領域を、該領域に対応
して前記記憶手段に記憶された前記関連情報によって変調した周期で点滅表示させ、
　前記記録端末装置は、
　前記表示手段の画面からの光を受光して電気信号に変換するための受光手段と、
　前記受光手段によって変換された電気信号から前記関連情報を復調する復調手段と、
　前記復調手段によって復調された前記関連情報を記憶する記憶手段とを備えた
　オブジェクトの関連情報の記録システム。
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【請求項２】
　請求項１に記載のオブジェクトの関連情報の記録システムにおいて、
　前記テレビジョン受像機の前記表示駆動手段は、人間の視覚特性上点滅として感じられ
ない周期で前記点滅表示を行わせる
　オブジェクトの関連情報の記録システム。
【請求項３】
　請求項１に記載のオブジェクトの関連情報の記録システムにおいて、
　前記テレビジョン受像機の前記表示駆動手段は、前記点滅表示を行う領域における、所
定の階調レベルに対応する輝度の一定期間内の積分値と、前記点滅表示を行わない領域に
おける、前記所定の階調レベルに対応する輝度の前記一定期間内の積分値とが略等しくな
るように、各々の領域の輝度の関係を設定する
　オブジェクトの関連情報の記録システム。
【請求項４】
　請求項１に記載のオブジェクトの関連情報の記録システムにおいて、
　前記テレビジョン受像機の前記表示駆動手段は、動画ボケの改善のための点灯期間及び
消灯期間のうちの点灯期間に、該点灯期間よりも短い周期で前記点滅表示を行わせ、該周
期を前記関連情報によって変調させる
　オブジェクトの関連情報の記録システム。
【請求項５】
　請求項１に記載のオブジェクトの関連情報の記録システムにおいて、
　前記テレビジョン受像機の前記表示駆動手段は、動画ボケの改善のための点灯期間及び
消灯期間の繰り返し周期を１フレーム分の長さとする場合と該繰り返し周期を複数のフレ
ームにまたがる長さにする場合とで互いに異なる値のビットを表現し、該繰り返し周期を
、前記関連情報によって、１フレーム分の長さと複数のフレームにまたがる長さとの間で
切替えるように変調させる
　オブジェクトの関連情報の記録システム。
【請求項６】
　請求項１に記載のオブジェクトの関連情報の記録システムにおいて、
　前記関連情報は、前記オブジェクトと同一内容の情報及び／または前記オブジェクトに
ついての補足情報である
　オブジェクトの関連情報の記録システム。
【請求項７】
　請求項１に記載のオブジェクトの関連情報の記録システムにおいて、
　前記関連情報は、前記オブジェクトについての情報を提供する情報提供装置の場所を示
す情報であり、
　前記記録端末装置は、
　前記関連情報に基づいて前記情報提供装置との間で情報の送受信を行うための送受信手
段
をさらに備え、該送受信手段によって受信した情報を前記記憶手段に記憶する
　オブジェクトの関連情報の記録システム。
【請求項８】
　デジタル放送信号を受信するテレビジョン受像機に備えられた制御手段が、受信された
デジタル放送信号から分離された蓄積型のデータに、テレビジョン番組の映像中の特定の
オブジェクトに関連する関連情報と、該オブジェクトが画面に表示されるフレームを示す
情報と、フレーム毎の画面上での該オブジェクトの表示領域を示す領域情報とが含まれて
いる場合、該オブジェクトを表示すべきフレーム毎に、該オブジェクトについての前記関
連情報と前記領域情報とを対応させて記憶手段に記憶させる第１のステップと、
　前記テレビジョン受像機に備えられた表示駆動手段が、前記受信されたデジタル放送信
号から分離された映像パケット及び非蓄積型のデータに基づいて生成された１フレーム分
ずつの表示画面データが供給される毎に、該表示画面データを表示手段に表示させるとと
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もに、該表示手段の画面のうち前記記憶手段に前記領域情報が記憶された領域を、該領域
に対応して前記記憶手段に記憶された前記関連情報によって変調した周期で点滅表示させ
る第２のステップと、
　記録端末装置が、前記表示手段の画面からの光を受光して電気信号に変換する第３のス
テップと、
　前記記録端末装置が、前記第３のステップで変換した電気信号から前記関連情報を復調
する第４のステップと、
　前記記録端末装置が、前記第４のステップで復調した前記関連情報を記憶手段に記憶す
る第５のステップとを有する
　オブジェクトの関連情報の記録方法。
【請求項９】
　デジタル放送信号を受信するテレビジョン受像機において、
　記憶手段，表示駆動手段及び制御手段を備え、
　前記制御手段は、受信されたデジタル放送信号から分離された蓄積型のデータに、テレ
ビジョン番組の映像中の特定のオブジェクトに関連する関連情報と、該オブジェクトが画
面に表示されるフレームを示す情報と、フレーム毎の画面上での該オブジェクトの表示領
域を示す領域情報とが含まれている場合、該オブジェクトを表示すべきフレーム毎に、該
オブジェクトについての前記関連情報と前記領域情報とを対応させて前記記憶手段に記憶
させ、
　前記表示駆動手段は、前記受信されたデジタル放送信号から分離された映像パケット及
び非蓄積型のデータに基づいて生成された１フレーム分ずつの表示画面データが供給され
る毎に、該表示画面データを表示手段に表示させるとともに、該表示手段の画面のうち前
記記憶手段に前記領域情報が記憶された領域を、該領域に対応して前記記憶手段に記憶さ
れた前記関連情報によって変調した周期で点滅表示させる
　テレビジョン受像機。
【請求項１０】
　請求項９に記載のテレビジョン受像機において、
　前記表示駆動手段は、前記点滅表示を行う領域における、所定の階調レベルに対応する
輝度の一定期間内の積分値と、前記点滅表示を行わない領域における、前記所定の階調レ
ベルに対応する輝度の前記一定期間内の積分値とが略等しくなるように、各々の領域の輝
度の関係を設定する
　テレビジョン受像機。
【請求項１１】
　請求項９に記載のテレビジョン受像機において、
　前記表示駆動手段は、動画ボケの改善のための点灯期間及び消灯期間のうちの点灯期間
に、該点灯期間よりも短い周期で前記点滅表示を行わせ、該周期を前記関連情報によって
変調させる
　テレビジョン受像機。
【請求項１２】
　請求項９に記載のテレビジョン受像機において、
　前記表示駆動手段は、動画ボケの改善のための点灯期間及び消灯期間の繰り返し周期を
１フレーム分の長さとする場合と該繰り返し周期を複数のフレームにまたがる長さにする
場合とで互いに異なる値のビットを表現し、該繰り返し周期を、前記関連情報によって、
１フレーム分の長さと複数のフレームにまたがる長さとの間で切替えるように変調させる
　テレビジョン受像機。
【請求項１３】
　請求項９に記載のテレビジョン受像機において、
　前記関連情報は、前記オブジェクトと同一内容の情報及び／または前記オブジェクトに
ついての補足情報である
　テレビジョン受像機。
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【請求項１４】
　デジタル放送信号を受信するテレビジョン受像機に備えられた制御手段が、受信された
デジタル放送信号から分離された蓄積型のデータに、テレビジョン番組の映像中の特定の
オブジェクトに関連する関連情報と、該オブジェクトが画面に表示されるフレームを示す
情報と、フレーム毎の画面上での該オブジェクトの表示領域を示す領域情報とが含まれて
いる場合、該オブジェクトを表示すべきフレーム毎に、該オブジェクトについての前記関
連情報と前記領域情報とを対応させて記憶手段に記憶させる第１のステップと、
　前記テレビジョン受像機に備えられた表示駆動手段が、前記受信されたデジタル放送信
号から分離された映像パケット及び非蓄積型のデータに基づいて生成された１フレーム分
ずつの表示画面データが供給される毎に、該表示画面データを表示手段に表示させるとと
もに、該表示手段の画面のうち前記記憶手段に前記領域情報が記憶された領域を、該領域
に対応して前記記憶手段に記憶された前記関連情報によって変調した周期で点滅表示させ
る第２のステップとを有する
　表示制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画面上のオブジェクトに関連する情報を容易に記録できるようにしたシステ
ム，方法及びテレビジョン受像機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビ放送などでは、画面に表示されるプレゼントの応募先や料理番組のレシピなどを
メモ用紙に記録し、後で利用するような場合が多々ある。また、コンピュータのディスプ
レイも含めて、インターネットのウェブブラウザなどのソフトウェアにより表示される電
車の乗り換え情報や地図なども記録紙に記録し、後で利用するような場合が多々ある。
【０００３】
　この画面上の情報の記録に関しては、メモ用紙を用意して書き写したり、一時的に画面
表示を静止させる画面メモなどの機能があれば画面表示を一旦静止させてメモ用紙に書き
写すのが一般的である。また、録画機があれば、番組をいったん録画し、録画映像を再生
して必要な場面で静止させることでメモ用紙に書き写すこともある。また、デジタルカメ
ラ（もしくはその機能を搭載した携帯電話）があれば、デジタルカメラで画面を撮影し、
後で撮影した映像をメモ代わりに表示できる。また、プリンタの接続に対応したコンピュ
ータや一部のテレビであれば、プリンタで印刷を行うことも可能である。
【０００４】
　しかしながら、画面上の情報の記録に関しては、メモ用紙に書き写す場合、画面が移り
変わる前に慌ててメモ用紙と鉛筆などを準備する必要があり、利用者は絶えず落ち着かな
い状態で番組を視聴する必要があるだけでなく、記録しそこなう可能性がある。画面メモ
の機能がある場合ならば、余裕をもって利用者がメモ用紙などを準備し、書き写すことが
可能だが、書き写す量が多い場合などは手書きで書き写す手間は大きく、書き間違える可
能性がある。
【０００５】
　また、録画機で一旦録画して再生映像を一時静止させて記録する場合でも、メモが必要
となることに備えて常に放送を録画しておくことは困難なだけでなく、そのために録画機
を長時間動作させれば映像をタイムシフト視聴する本来の主目的とは異なる用途、即ちメ
モをとる用途のために録画機の寿命を縮めてしまうことになる。
【０００６】
　一方、デジタルカメラやその機能が搭載された携帯電話であれば手間もかけず、間違い
もなく記録できるが、必要になった時に電源投入や機能呼び出しを行なうと、撮影機能が
利用可能となるまでに時間を要するため、メモしたい番組が切り替わってしまい、記録し
そこなう可能性がある。さらに、図１に示すように、デジタルカメラ５０の表示画面５１
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は一般に小さいため、画面を撮影しても後で表示させた時には画面上の文字は非常に小さ
く表示されることになり、文字を読むことが非常に困難である。
【０００７】
　また、プリンタで印刷する場合でも、同様に記録しそこなわないようにするためには、
省エネを無視して常時立ち上げておかねばならず、非効率的である。更に、プリンタとい
う比較的大きめの装置を設置しておくだけでなく、印字紙やインク不足に注意をしておか
ないと印刷できない場合がある。
【０００８】
　このため、利用者は番組などで必要になった時に直ぐに容易に必要な情報を記録して、
後でそれを持ち歩いて利用する術がなく、折角番組などにより情報を得ても利用できずに
無駄にしているケースが多い。
【０００９】
　従来、上述の応募先，レシピ，乗り換え情報，地図等のテロップや、あるいは映像中の
特定の被写体（製品や人物等）のような画面上のオブジェクトに関連して利用者の利便を
図った技術としては、文献上、次の（ａ）や（ｂ）のような、画面上のオブジェクトの選
択を容易に行えるようにする技術は存在していた。
　（ａ）放送受信装置に対するリモコンの位置及び姿勢を測定する３次元磁気センサを設
け、この測定結果に基づき、放送受信装置のモニタ画面上でリモコンが指し示している位
置を算出して、その位置にカーソルを表示する（特許文献１）。
【００１０】
　（ｂ）受像機の画面の３隅に、赤外線発光ダイオードを配置する。リモコン装置では、
受像機の画面を撮像し、ラスタ上の画面の３隅の位置の座標を検出して、その座標を受像
機に送信する。受像機は、この座標と実際の画面の３隅の位置の座標とを比較して、受像
機で撮像したラスタ上の中央の点の座標に対応する実際の受像機の画面上の座標を算出し
て、その位置にカーソルを表示する（特許文献２）。
【００１１】
【特許文献１】特開２００３－２８０７９４号公報（段落番号００１６～００３１、図１
～３）
【特許文献２】特開２００３－２０８２６０号公報（段落番号００１４～００２６、図１
～２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかし、画面上のオブジェクトに関連する情報を容易に記録できるようにする技術は、
調査した範囲では存在しなかった。
【００１３】
　本発明は、上述の点に鑑み、利用者が、画面上のオブジェクトに関連する情報を容易に
記録できるようにすることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記課題を解決するために、本発明に係るオブジェクトの関連情報の記録システムは、
デジタル放送信号を受信するテレビジョン受像機であって、記憶手段，表示駆動手段及び
制御手段を備えたテレビジョン受像機と、記録端末装置とで構成され、このテレビジョン
受像機のこの制御手段は、受信されたデジタル放送信号から分離された蓄積型のデータに
、テレビジョン番組の映像中の特定のオブジェクトに関連する関連情報と、そのオブジェ
クトが画面に表示されるフレームを示す情報と、フレーム毎の画面上でのそのオブジェク
トの表示領域を示す領域情報とが含まれている場合、そのオブジェクトを表示すべきフレ
ーム毎に、そのオブジェクトについてのこの関連情報とこの領域情報とを対応させてこの
記憶手段に記憶させ、このテレビジョン受像機のこの表示駆動手段は、この受信されたデ
ジタル放送信号から分離された映像パケット及び非蓄積型のデータに基づいて生成された
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１フレーム分ずつの表示画面データが供給される毎に、その表示画面データを表示手段に
表示させるとともに、この表示手段の画面のうちこの記憶手段にこの領域情報が記憶され
た領域を、該領域に対応してこの記憶手段に記憶されたこの関連情報によって変調した周
期で点滅表示させ、この記録端末装置は、この表示手段の画面からの光を受光して電気信
号に変換するための受光手段と、この受光手段によって変換された電気信号からこの関連
情報を復調する復調手段と、この復調手段によって復調されたこの関連情報を記憶する記
憶手段とを備えたことを特徴とする。
【００１５】
　この記録システムは、デジタル放送信号を受信するテレビジョン受像機と、利用者が操
作する記録端末装置とで構成される。
【００１６】
　テレビジョン受像機では、次の（１）～（３）のような処理が行われる。
（１）制御手段が、受信されたデジタル放送信号から分離された蓄積型のデータから、テ
レビジョン番組の映像中の特定のオブジェクトに関連する関連情報と、そのオブジェクト
が画面に表示されるフレームを示す情報と、フレーム毎の画面上でのそのオブジェクトの
表示領域を示す領域情報とを取得する。
（２）制御手段が その特定のオブジェクトを表示すべきフレーム毎に、そのオブジェク
トについてのこの関連情報とこの領域情報とを対応させて記憶手段に記憶させる。
（３）表示駆動手段が、受信されたデジタル放送信号から分離された映像パケット及び非
蓄積型のデータに基づいて生成された１フレーム分ずつの表示画面データが供給される毎
に、その表示画面データを表示手段に表示させるとともに、表示手段の画面のうちこの記
憶手段にこの領域情報が記憶された領域を、該領域に対応して記憶手段に記憶されたこの
関連情報によって変調した周期で点滅表示させる。
　このようにして、表示手段の画面自体から、画面に表示されるテレビジョン番組の映像
中のオブジェクトの関連情報が光信号として出力される。
【００１７】
　この光信号が出力された状態で、利用者が記録端末装置の受光手段を表示手段の画面に
向けると、記録端末装置では、次のような（１）～（３）のような処理が行われる。
　（１）受光手段が、この光信号を電気信号に変換する。
　（２）復調手段が、受光手段によって変換された電気信号から、この関連情報を復調す
る。
　（３）記憶手段が、この復調された関連情報を記録する。
　これにより、表示手段の画面から光信号として出力されたオブジェクトの関連情報が、
記録端末装置に記録される。
【００１８】
　このようにして、利用者が、記録端末装置を画面に向けるという簡単な操作を行うだけ
で、場所を選ばずに即座に、テレビジョン番組の映像中のオブジェクトに関連する情報を
正確に記録できるようになり、画面からそのオブジェクトの表示が消えた後でも、そのオ
ブジェクトに関連する情報を容易に確認することが可能となる。
【００１９】
　次に、本発明に係るオブジェクトの関連情報の記録方法は、デジタル放送信号を受信す
るテレビジョン受像機に備えられた制御手段が、受信されたデジタル放送信号から分離さ
れた蓄積型のデータに、テレビジョン番組の映像中の特定のオブジェクトに関連する関連
情報と、そのオブジェクトが画面に表示されるフレームを示す情報と、フレーム毎の画面
上でのそのオブジェクトの表示領域を示す領域情報とが含まれている場合、そのオブジェ
クトを表示すべきフレーム毎に、そのオブジェクトについてのこの関連情報とこの領域情
報とを対応させて記憶手段に記憶させる第１のステップと、このテレビジョン受像機に備
えられた表示駆動手段が、この受信されたデジタル放送信号から分離された映像パケット
及び非蓄積型のデータに基づいて生成された１フレーム分ずつの表示画面データが供給さ
れる毎に、その表示画面データを表示手段に表示させるとともに、この表示手段の画面の
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うちこの記憶手段にこの領域情報が記憶された領域を、その領域に対応してこの記憶手段
に記憶されたこの関連情報によって変調した周期で点滅表示させる第２のステップと、記
録端末装置が、この表示手段の画面からの光を受光して電気信号に変換する第３のステッ
プと、この記録端末装置が、この第３のステップで変換した電気信号からこの関連情報を
復調する第４のステップと、この記録端末装置が、この第４のステップで復調したこの関
連情報を記憶手段に記憶する第５のステップとを有することを特徴とする。
【００２０】
　この記録方法は、前述の本発明に係る記録システムによる一連の処理手順に該当するも
のであり、利用者が、記録端末装置を画面に向けるという簡単な操作を行うだけで、場所
を選ばずに即座に、テレビジョン番組の映像中のオブジェクトに関連する情報を記録でき
るようになり、画面からそのオブジェクトの表示が消えた後でも、そのオブジェクトに関
連する情報を容易に確認することが可能となる。
【００２１】
　次に、本発明に係るテレビジョン受像機は、デジタル放送信号を受信するテレビジョン
受像機において、記憶手段，表示駆動手段及び制御手段を備え、この制御手段は、受信さ
れたデジタル放送信号から分離された蓄積型のデータに、テレビジョン番組の映像中の特
定のオブジェクトに関連する関連情報と、そのオブジェクトが画面に表示されるフレーム
を示す情報と、フレーム毎の画面上でのそのオブジェクトの表示領域を示す領域情報とが
含まれている場合、そのオブジェクトを表示すべきフレーム毎に、そのオブジェクトにつ
いてのこの関連情報とこの領域情報とを対応させてこの記憶手段に記憶させ、このテレビ
ジョン受像機のこの表示駆動手段は、この受信されたデジタル放送信号から分離された映
像パケット及び非蓄積型のデータに基づいて生成された１フレーム分ずつの表示画面デー
タが供給される毎に、その表示画面データを表示手段に表示させるとともに、この表示手
段の画面のうちこの記憶手段にこの領域情報が記憶された領域を、該領域に対応してこの
記憶手段に記憶されたこの関連情報によって変調した周期で点滅表示させることを特徴と
する。
【００２２】
　このテレビジョン受像機は、前述の本発明に係る記録システムを構成するテレビジョン
受像機であり、前述の記録端末装置を操作する利用者が、記録端末装置を画面に向けると
いう簡単な操作を行うだけで、場所を選ばずに即座に、テレビジョン番組の映像中のオブ
ジェクトに関連する情報を記録できるようになり、画面からそのオブジェクトの表示が消
えた後でも、そのオブジェクトに関連する情報を容易に確認することが可能となる。
【００２３】
　次に、本発明に係る表示制御方法は、デジタル放送信号を受信するテレビジョン受像機
に備えられた制御手段が、受信されたデジタル放送信号から分離された蓄積型のデータに
、テレビジョン番組の映像中の特定のオブジェクトに関連する関連情報と、そのオブジェ
クトが画面に表示されるフレームを示す情報と、フレーム毎の画面上でのそのオブジェク
トの表示領域を示す領域情報とが含まれている場合、そのオブジェクトを表示すべきフレ
ーム毎に、そのオブジェクトについてのこの関連情報とこの領域情報とを対応させて記憶
手段に記憶させる第１のステップと、このテレビジョン受像機に備えられた表示駆動手段
が、この受信されたデジタル放送信号から分離された映像パケット及び非蓄積型のデータ
に基づいて生成された１フレーム分ずつの表示画面データが供給される毎に、その表示画
面データを表示手段に表示させるとともに、この表示手段の画面のうちこの記憶手段にこ
の領域情報が記憶された領域を、その領域に対応してこの記憶手段に記憶されたこの関連
情報によって変調した周期で点滅表示させる第２のステップとを有することを特徴とする
。
【００２４】
　この表示制御方法は、前述の本発明に係るテレビジョン受像機による一連の処理手順に
該当するものであり、前述の記録端末装置を操作する利用者が、記録端末装置を画面に向
けるという簡単な操作を行うだけで、場所を選ばずに即座に、テレビジョン番組の映像中
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のオブジェクトに関連する情報を記録できるようになり、画面からそのオブジェクトの表
示が消えた後でも、そのオブジェクトに関連する情報を容易に確認することが可能となる
。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明によれば、利用者が、記録端末装置を画面に向けるという簡単な操作を行うだけ
で、場所を選ばずに即座に、テレビジョン番組の映像中のオブジェクトに関連する情報を
記録でき、画面からそのオブジェクトの表示が消えた後でも、そのオブジェクトに関連す
る情報を容易に確認することが可能となるという効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、本発明の実施の形態を図面を用いて説明する。
〔オブジェクトの関連情報の記録方法〕
　最初に、本発明によって画面上のオブジェクトに関連する情報を記録する方法について
説明する。概略としては、表示制御装置が、ディスプレイ（表示手段）の画面を人間に感
じない周期で点滅表示させることにより、画面上のオブジェクトの関連情報を光信号とし
て出力させる。そして、記録端末装置が、その光信号を受信し、関連情報を復調して記録
する。
【００３５】
　点滅表示の範囲は、例えば図２に示すように、画面１０１に表示されるオブジェクト（
自動車）１０２（図２Ａ）に対して、そのオブジェクト１０２の領域１０３全体（図２Ｂ
の太線の枠内の部分）であってもよいし、非自発光型のディスプレイの場合にその領域１
０３に光を照射する光源単位の領域１０４（図２Ｃの太線の枠内の部分）であってもよい
し、その領域１０３を構成する画素単位（１または複数の画素）の領域１０５（図２Ｄの
太線の枠内の部分）であってもよい。
【００３６】
　あるいはまた、同時に複数のオブジェクトが画面に表示される場合に、各オブジェクト
の領域よりも広い範囲（互いに重複しない範囲）を、それぞれそのオブジェクトの関連情
報に対応させて点滅表示させてもよい。また、１つのオブジェクトだけが画面に表示され
る場合には、画面全体を点滅表示させてもよい。
【００３７】
　点滅表示させる方法に関しては、図３Ａに示すＬＣＤ（液晶ディスプレイ）１１０のよ
うに、光源として高速点滅が難しい冷陰極蛍光管（ＣＣＦＬ）１１１を用いている場合は
、光源からの可視光１１３が照射されて映像光１１４を得る液晶パネル１１５における液
晶セルの透過と遮蔽の切替えによって高速な点滅表示が可能である。
【００３８】
　また、図３Ｂに示すＬＣＤ１１６のように、光源としてＬＥＤ（発光ダイオード）１１
７を用いている場合は、ＬＥＤ１１７は非常に高速な明滅が可能であるため、光源からの
可視光１１８が照射されて映像光１１９を得る液晶パネル１２０における液晶セルの透過
と遮蔽の切替えに代えて、あるいはこの切替えとともに、ＬＥＤ１１７を明滅させること
によって高速な点滅表示が可能である。
【００３９】
　また、図３Ｃに示すように自発光素子１２１の明滅によって映像光１２２を得るディス
プレイ（プラズマディスプレイ，有機ＥＬディスプレイ，無機ＥＬディスプレイ等）では
、自発光素子１２１は高速な明滅が可能であるため、自発光素子１２１を明滅させること
によって高速な点滅表示が可能である。このようにして、一般的な各種のディスプレイに
高速な点滅表示を行わせることができる。
【００４０】
　この点滅表示の周期は、受光した光の残像が残るために高速な点滅を点滅として認識し
難い人間の視覚特性を利用して、利用者が点滅として感じないような周期とする。また、
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人間が感じる明るさは短時間で考えると受光した輝度の積分値にほぼ等しいという視覚特
性を利用して、点滅表示させる領域の輝度と、点滅表示させない領域の輝度との関係を、
点滅表示を行う領域における所定の階調レベルに対応する輝度の一定期間（例えば１フレ
ーム期間）内の積分値と、点滅表示を行わない領域におけるこの所定の階調レベルに対応
する輝度のこの一定期間内の積分値とが略等しくなるように設定する。これにより、人間
にとっては光信号を通常の点灯だとしか認識できなくなり、視聴に影響がなくなる。
【００４１】
　さらに、オブジェクトの関連情報によって点滅の周期を変調することにより、その関連
情報が光信号として出力されるように表示を行なう。６０ｆｐｓ（フレーム／秒）の映像
ソースを図４Ａに例として示したが、動画ボケを改善するために、１フレーム期間（１０
００／６０ミリ秒）中に1回ずつの点灯期間（Ｔｕａ～Ｔｄａ）及び消灯期間（Ｔｄａ～
Ｔｕａ’）を設けている。また、図４Ｂに示すように、１フレーム期間を２つのフレーム
に細分化した１２０ｆｐｓ表示を行うこともあるが、その場合にも、同様にして１フレー
ム期間中に1回ずつの点灯期間（Ｔｕｂ～ＴｄｂやＴｕｃ～Ｔｄｃ）及び消灯期間（Ｔｄ
ｂ～ＴｕｃやＴｄｃ～Ｔｕｂ’）を設けている。図４Ｃ～図４Ｆに示すように、１フレー
ム期間を３つ以上のフレームに細分化して表示を行う場合も同様である。
【００４２】
　そこで、第１の変調方法として、各フレーム期間中の動画ボケ改善のための点灯期間内
に、その点灯期間よりも短い周期で点滅表示を行わせ、その周期をオブジェクトの関連情
報によって変調する（フレーム内変調と呼ぶ）。例えば、図５Ａ及びＢに示すように、６
０ｆｐｓ表示（図５Ａ）の場合に、各フレーム期間中の点灯期間（Ｔｕａ～Ｔｄａ）に、
１９２０Ｈｚで点滅表示を行わせる（図５Ｂ）。また、図５Ｃ及びＤに示すように、１２
０ｆｐｓ表示（図５Ｃ）の場合に、各フレーム期間中の点灯期間（Ｔｕｂ～ＴｄｂやＴｕ
ｃ～Ｔｄｃ）に、１９２０Ｈｚで点滅表示を行わせる（図５Ｄ）。さらに、１２０ｆｐｓ
表示の場合について図５Ｅに示すように、点滅周期を１９２０Ｈｚと９６０Ｈｚとの間で
切換える。
【００４３】
　そして、１９２０Ｈｚの１つの点滅で２進数の“０”を表現し、９６０Ｈｚの１つの点
滅で２進数の“１１”を表現すれば、このフレーム内変調により、図５Ｄ，Ｅに“０００
０００００”，“１１０１１１１０”，“０１１０００１１”として例示するような複数
ビットずつのデータを光信号として出力することができる。これにより、オブジェクトの
関連情報を光信号として出力することができる。
【００４４】
　なお、図５に示す輝度Ｉａと輝度Ｉｂとの関係は、前述のような人間の視覚特性を利用
して、１フレーム期間内の輝度Ｉａの積分値と、１フレーム期間内の輝度Ｉｂの積分値と
が略等しくなるように設定する。
【００４５】
　第２の変調方法として、動画ボケ改善のための点灯期間及び消灯期間の繰り返し周期自
体を、オブジェクトの関連情報によって複数のフレームにまたがるように変調してもよい
（フレームレート変調と呼ぶ）。例えば、図６Ｂ，Ｃに示すように、１２０ｆｐｓ表示（
図６Ｂ）の場合に、２つのフレームにまたがって１回の点灯期間（Ｔｕｂ～Ｔｕｃ）及び
消灯期間（Ｔｕｃ～Ｔｕｂ’）を設ける（この点灯期間及び消灯期間の繰り返し周期は６
０ｆｐｓ表示（図６Ａ）における点灯期間及び消灯期間の繰り返し周期と同じになる）。
そして、１２０ｆｐｓの２つの点滅で２進数の“０”を表現し、６０ｆｐｓの１つの点滅
で２進数の“１”を表現すれば、このフレームレート変調により、図６Ｂ，Ｃに例示する
ように２フレームあたり１ビットのデータを光信号として出力することができる。
【００４６】
　また、図６Ｄ，Ｅに示すように、２４０ｆｐｓ表示（図６Ｄ）の場合に、２つのフレー
ムにまたがって１回の点灯期間及び消灯期間を設ける。そして、２４０ｆｐｓの１つの点
滅で２進数の“０”を表現し、１２０ｆｐｓの１つの点滅で２進数の“１１”を表現すれ



(10) JP 4600297 B2 2010.12.15

10

20

30

40

50

ば、フレームレート変調により、図６Ｄ，Ｅに例示するように１フレームあたり１ビット
のデータを光信号として出力することができる。変調方法はこれらの例に限らない。
【００４７】
　そして、画面に表示するオブジェクト毎に、そのオブジェクトの領域と、そのオブジェ
クトの関連情報とを対応させて記憶手段に記録し、この記憶手段内の関連情報によって変
調した周期で画面上の各オブジェクトの領域を点滅表示させる。また、関連情報のデータ
長は個々の関連情報毎に異なるのが通常であるので、各関連情報の末尾には、データの終
わりを示すストップビットを付加する。
【００４８】
　この図５や図６に示した変調方法により、図４に示したような一般的なハイフレームレ
ート表示を行う場合に、オブジェクトの関連情報によって変調した周期で点滅表示を行わ
せることができる。
【００４９】
　記憶手段に記録させるオブジェクトの関連情報としては、例えば次の（ａ）～（ｄ）の
ような情報が挙げられる。
　（ａ）オブジェクトと同一内容の情報（例えば、オブジェクトが文字テロップである場
合に、その文字テロップのテキストデータ）。
　（ｂ）オブジェクトについての補足情報（例えば、オブジェクトが映像中の製品である
場合に、その製品名等のテキストデータ）。
　（ｃ）オブジェクトに関係した、電子クーポンや電子マネーや電子チケット等の電子化
された権利（例えば、オブジェクトが映像中の実在する店舗や施設である場合や、オブジ
ェクトが実在する店舗や施設の名称の文字テロップである場合に、その店舗や施設で使用
できる電子クーポン等）。
　（ｄ）オブジェクトについての詳細な情報を提供する情報提供装置の場所を示す情報（
インターネット上のＵＲＬや、ＬＡＮ上の表示制御装置自体のアドレス等）。
【００５０】
　これらのオブジェクトの関連情報を取得する方法としては、例えば次の（ａ），（ｂ）
のような方法が挙げられる。
　（ａ）番組連動型のデジタルデータ放送においてその番組の映像内のオブジェクトの関
連情報が提供される場合に、受信したデジタル放送信号中のデータパケットからこの関連
情報を取得する。
　（ｂ）インターネット経由で配信される映像コンテンツにその映像内のオブジェクトの
関連情報が付加されている場合に、その関連情報を取得する。
【００５１】
　一方、記録端末装置は、ディスプレイの画面からの光信号を受信し、その光信号から関
連情報を復調して、復調した関連情報を記録する。これにより、利用者が、記録端末装置
を画面に向けるという簡単な操作を行うだけで、場所を選ばずに即座に、画面上のオブジ
ェクトに関連する情報を記録できるようになる。
【００５２】
　記録端末装置で記録した情報の利用方法としては、例えば次の（ａ）～（ｃ）のような
方法が挙げられる。
　（ａ）利用者に表示する。そのためには、記録端末装置に、記録した関連情報を表示す
る表示手段を備える。これにより、関連情報がオブジェクトと同一内容の情報（テロップ
のテキストデータ等）やその補足情報である場合に、利用者は、ディスプレイの画面から
オブジェクトの表示が消えた後でも、そのオブジェクトそのものやその補足情報を容易に
視覚的に確認することが可能となる。また、図１に示したようにデジタルカメラで画面を
撮影する場合と異なり、オブジェクトやその補足情報を画面全体に表示させることができ
るので、記録端末装置の表示画面が小さくても、文字を読むことが容易である。
【００５３】
　（ｂ）電子的な提示や送信を行う。そのためには、記録端末装置に、記録した関連情報
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を外部の機器に送信するための送信手段を備える。これにより、関連情報が電子クーポン
や電子マネーや電子チケット等の電子化された権利である場合に、利用者は、この関連情
報を用いて容易に決済を行ったり各種のサービスを受けることが可能となる。
【００５４】
　（ｃ）関連情報が、前述の情報提供装置の場所を示す情報である場合に、オブジェクト
についての詳細な情報をこの情報提供装置へ要求する。そのためには、記録端末装置に、
この情報提供装置との間で情報の送受信を行うための送受信手段を備える。これにより、
利用者は、ディスプレイの画面上のオブジェクトについての詳細な情報を容易に得ること
が可能となる。
【００５５】
〔システム構成例〕
　次に、前述のようなオブジェクトの関連情報の記録方法を実現するためのシステムの構
成例について説明する。図７は、このシステムを構成する装置の外観を例示する図である
。このシステムは、テレビ番組の映像中の特定の被写体（図２に示した自動車等の製品や
、人物等）についての補足情報を記録して閲覧できるようにしたシステムであり、テレビ
受像機１と記録端末装置２とで構成されている。テレビ受像機１は、デジタル放送を受信
するテレビ受像機に、特許請求の範囲における表示制御装置を一体化させた装置である。
【００５６】
　記録端末装置２は、特許請求の範囲における記録端末装置であり、利用者が手で持って
使用する。記録端末装置２の表面には、受光面２ａと画面２ｂとが設けられている。利用
者は、テレビ受像機１の画面１ａに表示されるテロップを記録したい場合には受光部２ａ
を画面１ａに向ける。
【００５７】
　テレビ受像機１には、テレビ放送局から送信されたデジタル放送信号が供給される。デ
ジタル放送信号は、周知のように、次の（ａ）～（ｄ）のようなパケットを、トランスポ
ートストリームに多重化し、スクランブルをかけ、所定の変調方式で変調したものである
。
　（ａ）テレビ番組の映像・音声のパケット。
　（ｂ）データ放送のコンテンツの一部である非蓄積型のデータ（テレビ番組の映像に挿
入する文字テロップ等）のパケット。
　（ｃ）データ放送のコンテンツの一部である蓄積型のデータ。
　（ｄ）同一の周波数帯で伝送する複数チャンネル分のパケットを互いに識別するための
伝送制御信号（ＰＳＩ＝Program Specific Information）と、電子番組ガイドを作成する
ための情報である番組配列情報（ＳＩ＝Service Information ）のパケット。
【００５８】
　上記（ｃ）の蓄積型のデータとしては、一般に、テレビ番組の内容に関する各種のデー
タが用意される。ここでは、テレビ番組の映像中の特定の被写体に関連する関連情報とし
て、その被写体を補足的に文字によって説明する補足情報（例えば、被写体が図２に示し
たような自動車である場合には車種名等を説明する補足情報）が、末尾にストップビット
を付加して用意されるものとする。また、その被写体が画面に表示されるタイミング（フ
レーム）を示す情報と、フレーム毎の画面上でのその被写体の表示領域を示す領域情報と
が用意されるものとする。
【００５９】
　図８は、テレビ受像機１のハードウェア構成の主要部を示すブロック図である。テレビ
受像機１には、チューナ１１と、復調器１２と、デスクランブラ１３と、多重分離器１４
と、映像デコーダ１５と、音声デコーダ１６と、マイクロプロセッサ１７と、映像信号処
理回路１８と、表示駆動回路１９と、領域－関連情報対記憶用メモリ２０と、ディスプレ
イ２１とが設けられている。
【００６０】
　チューナ１１には、図示しない受信アンテナ等で受信されたデジタル放送信号が供給さ
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れる。テレビ番組の視聴時には、このデジタル放送信号が、利用者の選局操作に基づいて
チューナ１１で周波数帯を選択された後、復調器１２で復調され、デスクランブラ１３で
スクランブルを解かれてトランスポートストリームに戻された後、多重分離器１４で、複
数チャンネル分のテレビ番組の映像・音声のパケット（上記（ａ）のパケット）と、非蓄
積型データのパケット（上記（ｂ）のパケット）と、蓄積型データのパケット（上記（ｃ
）のパケット），及び伝送制御信号・番組配列情報のパケット（上記（ｄ）のパケット）
に分離される。
【００６１】
　そして、この複数チャンネル分のテレビ番組の映像・音声のパケットのうち、利用者の
選局操作に基づいて抽出した１チャンネル分のパケットの映像，音声が、それぞれ映像デ
コーダ１５，音声デコーダ１６により復号される。また、蓄積型データ，非蓄積型データ
及び伝送制御信号・番組配列情報の各パケットが、マイクロプロセッサ１７に送られる。
【００６２】
　マイクロプロセッサ１７は、この非蓄積型データを用いて、文字テロップのキャラクタ
ー信号等を作成する。そして、映像デコーダ１５で復号された映像信号と、このキャラク
ター信号等とが映像信号処理回路１８で合成されることにより、ディスプレイ２１に表示
すべき１フレーム分ずつの表示画面データが生成されて表示駆動回路１９に送られる。
【００６３】
　また、本発明の特徴として、マイクロプロセッサ１７は、蓄積型データを参照して、前
述の補足情報の対象となっているいずれかの１または複数の被写体を表示すべきフレーム
に、その被写体についての前述の関連情報（補足情報）及び領域情報を領域－関連情報対
記憶用メモリ（以下単にメモリとも呼ぶ）２０に供給する。
【００６４】
　メモリ２０は、１フレーム毎に、マイクロプロセッサ１７から供給される個々の被写体
についての補足情報と領域情報とを対応させて記録する（以下、このメモリ２０内の補足
情報と領域情報との対を、領域－関連情報対と呼ぶ）とともに、直前のフレームに記録し
た領域－関連情報対を消去する。このようにして、メモリ２０には、常に、現在のフレー
ムで表示される特定の被写体についての領域－関連情報対が保持される。
【００６５】
　表示駆動回路１９は、ディスプレイ２１を駆動するドライバーであるが、映像信号処理
回路１８から供給される表示画面データだけでなく、メモリ２０内の領域－関連情報対を
参照してディスプレイ２１を駆動する。
【００６６】
　図９は、表示駆動回路１９が、マイクロプロセッサ１７の制御の下で実行する処理を示
すフローチャートである。映像信号処理回路１８から表示画面データが供給されるのを待
ち（ステップＳ１）、表示画面データが供給されると、その表示画面データのうちの１領
域分のデータを取得する（ステップＳ２）。この１領域の大きさは、通常のドライバーが
一度にデータを取得するのと同じ大きさであり、例えばディスプレイ２１が図３Ａに示し
たように冷陰極蛍光管（ＣＣＦＬ）を光源とするＬＣＤである場合には、１本の冷陰極蛍
光管による照明領域である。
【００６７】
　続いて、そのデータを取得した領域と対応する領域（少なくとも一部が互いに重なって
いる領域）を示す領域情報がメモリ２０内に存在するか確認する（ステップＳ３）。存在
する場合は、メモリ２０から、その対応する領域と対になっている関連情報を取得する（
ステップＳ４）。そして、ステップＳ２で取得した１領域分のデータをディスプレイ２１
に表示させるとともに、その１領域のうち、ステップＳ４で取得した関連情報に対応する
領域を、その関連情報によって変調した周期で点滅表示させる（ステップＳ５）。
【００６８】
　例えば、ステップＳ２でデータを取得した１領域が、図２の自動車１０２の上半分を含
んだ領域である場合には、ステップＳ５では、この自動車１０２の上半分について、自動



(13) JP 4600297 B2 2010.12.15

10

20

30

40

50

車１０２の関連情報によって変調した周期で点滅表示を行わせる。被写体（オブジェクト
）の点滅表示の範囲や、ディスプレイの種類に応じた点滅表示の方法や、点滅周期の変調
方法は、図２～図６を用いて説明した通りである。
【００６９】
　ステップＳ３で存在しなかった場合は、通常の映像表示の場合と同じく、ステップＳ２
で取得した１領域分のデータをディスプレイ２１に表示させる（ステップＳ６）。
【００７０】
　ステップＳ５またはＳ６を終えると、映像信号処理回路１８から次にデータを取得すべ
き領域が存在するか（まだ１フレーム分の表示画面データを全て取得していないか）確認
する（ステップＳ７）。存在する場合は、次の１領域分のデータを映像信号処理回路１８
から取得して（ステップＳ８）、ステップＳ３以下の処理を繰り返す。存在しない場合は
、次のフレームの表示画面データについてのステップＳ１の処理に戻る。
【００７１】
　この図９の処理により、テレビ受像機１の画面１ａ上の特定の被写体の領域から、その
被写体の関連情報（補足情報）が光信号として出力される。
【００７２】
　図１０は、図７の記録端末装置２のハードウェア構成例を示すブロック図である。記録
端末装置２には、受光光学系３１と、受光素子（フォトダイオード）３２と、マイクロプ
ロセッサ３３と、メモリ３４と、表示部（ディスプレイ及びドライバー）３５とが設けら
れている。図７の受光面２ａはこの受光光学系３１の入射面であり、図７の画面２ｂはこ
の表示部３５の表示画面である。
【００７３】
　受光光学系３１は、図７のテレビ受像機１の画面１ａ全体からの光を一度に受光するの
ではなく、画面１ａ上の１つずつの領域（個々のオブジェクトの領域）からの光を受光す
るための光学系である。受光光学系３１に用いるレンズの焦点距離の長さ（画角の狭さ）
や最大倍率（接写能力の大きさ）は、画面上でのオブジェクトの大きさや、図２を用いて
説明したようなオブジェクトの点滅表示の範囲の大きさや、テレビ受像機１の画面１ａの
サイズや、記録端末装置２を使用する際の画面１ａとの距離に応じて決定すればよい。ま
た、図７に示した記録端末装置２の大きさや形状はあくまで一例であり、この受光光学系
３１の大きさや形状に応じて記録端末装置２の大きさや形状を決定してよい。
【００７４】
　図１１は、記録端末装置２においてマイクロプロセッサ３３の制御の下で実行される処
理を示すフローチャートである。受光光学系３１で受光された光を、受光素子３２が電気
信号に変換する（ステップＳ１１）。したがって、利用者がテレビ受像機１の画面１ａ上
の特定の被写体に記録端末装置２の受光面２ａを向けると、その被写体の領域から出力さ
れた光信号が、電気信号に変換される。
【００７５】
　そして、マイクロプロセッサ３３が、この電気信号から関連情報（補足情報）を復調し
て（図５や図６に示した変調方法に対応した復調方法で補足情報を復元して）（ステップ
Ｓ１２）、その補足情報をメモリ３４に記憶させる（ステップＳ１３）。
【００７６】
　続いて、マイクロプロセッサ３３は、補足情報の末尾に付加されるストップビットに基
づき、補足情報が末尾まで揃ったか確認する（ステップＳ１４）。揃った場合には、メモ
リ３４内の補足情報を表示部３５に表示させて、ステップＳ１１に戻る。揃っていない場
合には、そのままステップＳ１１に戻る。
【００７７】
　この図１１の処理により、テレビ受像機１の画面１ａから光信号として出力された特定
の被写体を補足的に説明する文字が、記録端末装置２の画面２ｂ（図７）に表示される。
図１２は、補足情報の対象となっている被写体が図２のような自動車である場合の、記録
端末装置２の画面２ｂの表示例を示す図である。自動車の車種名を示す文字“Ｆｅｒｒａ
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ｒｉ”（Ｆｅｒｒａｒｉは登録商標）が表示されている。
【００７８】
　このシステムによれば、利用者が、記録端末装置２をテレビ受像機１の画面１ａに向け
るという簡単な操作を行うだけで、場所を選ばずに即座に、画面１ａ上の被写体を補足す
る情報を記録することができ、画面１ａからその被写体の表示が消えた後でも、その補足
情報を容易に視覚的に確認することが可能となる。また、デジタルカメラで画面を撮影す
る場合と異なり、その補足情報を記録端末装置２の画面２ｂ全体に表示させることができ
るので、画面２ｂが小さくても、文字を読むことが容易である。
【００７９】
〔変更例〕
　次に、以上のシステム構成例に対する変更例を、以下に（１）～（１０）として挙げる
ことにする。
【００８０】
　（１）記録端末装置２が図１１の処理を行う際に、補足情報の記録を開始したことや、
記録中であることや、記録を完了したことを通知する文字等を表示部３５に表示したり、
さらには、記録に失敗した場合（記録開始から一定時間経過しても補足情報が末端まで揃
わなかった場合等）にそのことを通知する文字等を表示部３５に表示してもよい。あるい
はまた、記録端末装置２にスピーカを設け、これらの通知を音声によって行うようにして
もよい。これにより、利用者は、自分が記録端末装置２を向けた被写体についての補足情
報の記録が行われているか否かの確認や、記録が正常に終了したか否の確認を、容易に行
うことが可能となる。
【００８１】
　（２）記録端末装置２に、記録のオン／オフや表示のオン／オフを切換えるための操作
手段（押し釦等）を設け、この操作手段の操作状態に応じて図１１の処理が実行されるよ
うにしてもよい。
【００８２】
　（３）テレビ受像機１の画面１ａから、映像に挿入される文字テロップの関連情報とし
て、その文字テロップのテキストデータを光信号で出力するようにしてもよい。そのため
には、デジタル放送信号中の前述の蓄積型のデータとして、映像に挿入される文字テロッ
プ（非蓄積型のデータ中の文字テロップ）のテキストデータと、フレーム毎の画面上での
その文字テロップの表示領域を示す領域情報とを用意する。また、テレビ受像機１内のマ
イクロプロセッサ１７が、文字テロップを表示すべきフレーム毎に、その文字テロップに
ついてのテキストデータ及び領域情報をメモリ２０に供給するようにする。
【００８３】
　このようにすることにより、利用者が、記録端末装置２をテレビ受像機１の画面１ａに
向けるという簡単な操作を行うだけで、場所を選ばずに即座に、画面１ａ上の文字テロッ
プを記録することができ、画面１ａからその文字テロップの表示が消えた後でも、その文
字テロップを容易に視覚的に確認することが可能となる。
【００８４】
　（４）テレビ受像機１の画面１ａから、テレビ番組の映像中の実在する店舗や施設に関
連する関連情報として、その店舗や施設で使用できる電子クーポンや電子マネーや電子チ
ケット等の電子化された権利を光信号で出力するようにしてもよい。そのためには、デジ
タル放送信号中の蓄積型のデータとして、その店舗や施設で使用できる電子化された権利
と、フレーム毎の画面上でのその店舗や施設の表示領域を示す領域情報とを用意する。ま
た、テレビ受像機１内のマイクロプロセッサ１７が、その店舗や施設を表示すべきフレー
ム毎に、その電子化された権利及び領域情報をメモリ２０に供給するようにする。
【００８５】
　あるいはまた、テレビ受像機１の画面１ａから、実在する店舗や施設の名称の文字テロ
ップの関連情報として、その店舗や施設で使用できる電子化された権利を光信号で出力す
るようにしてもよい。そのためには、デジタル放送信号中の蓄積型のデータとして、その
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店舗や施設で使用できる電子化された権利と、フレーム毎の画面上でのその文字テロップ
の表示領域を示す領域情報とを用意する。また、テレビ受像機１内のマイクロプロセッサ
１７が、その文字テロップを表示すべきフレーム毎に、その電子化された権利及び領域情
報をメモリ２０に供給するようにする。
【００８６】
　そして、これらの場合には、例えば図１３に示すように、記録端末装置２に非接触ＩＣ
カード４１を設け、マイクロプロセッサ３３が、メモリ３４内の電子化された権利を非接
触ＩＣカード４１に供給する。
【００８７】
　これにより、利用者は、テレビ番組の映像中に被写体として登場したり文字テロップで
名称が掲載された店舗や施設に実際に行った際に、その店舗や施設内のリーダー／ライタ
ー４２に記録端末装置２の非接触ＩＣカード４１をかざして、容易に決済を行ったり各種
のサービスを受けることが可能となる。
【００８８】
　（５）テレビ受像機１の画面１ａから、テレビ番組の映像中の被写体に関連する関連情
報として、その被写体についての詳細情報を提供するインターネット上のＵＲＬ（例えば
、被写体が製品である場合には製造メーカーが運用しているサーバーのＵＲＬ、被写体が
店舗や施設である場合にはその店舗や施設が運用しているサーバーのＵＲＬ等）を光信号
で出力するようにしてもよい。
【００８９】
　あるいはまた、テレビ受像機１の画面１ａから、文字テロップの関連情報として、その
文字テロップの表示内容についての詳細情報が存在しているインターネット上のＵＲＬ（
例えば、製品の名称の文字テロップである場合には製造メーカーが運用しているサーバー
のＵＲＬ、外国語や難解な単語の文字テロップである場合には辞書サイトのサーバーのＵ
ＲＬ等）を光信号で出力するようにしてもよい。
【００９０】
　そのために用意するデジタル放送信号中の蓄積型のデータや、そのためのテレビ受像機
１内のマイクロプロセッサ１７の処理は、上記変更例（４）で説明したのと同様である。
【００９１】
　これらの場合には、図１４に示すように、記録端末装置２にネットワーク通信用の通信
インタフェース４３を設ける。そして、マイクロプロセッサ３３が、通信インタフェース
４３からインターネット４４経由でこのＵＲＬのサーバー４４にアクセスして詳細情報の
送信を要求し、サーバー４４から受信した情報をメモリ３４に記憶させたり表示部３５に
表示させる。
【００９２】
　これにより、利用者は、テレビ番組の映像中に被写体として登場したり文字テロップで
名称が掲載された製品や店舗等についての詳細情報を容易に得たり、文字テロップとして
表示された外国語や難解な単語の意味を容易に調べることが可能となる。
【００９３】
　（６）上記（５）の変更例の派生として、記録端末装置２が、インターネット経由で詳
細情報の送信を要求する際に、テレビ番組または放送局を識別する識別ＩＤか、あるいは
テレビ受像機または記録端末装置２を識別する識別ＩＤを併せて送信するようにしてもよ
い。それにより、詳細情報を提供する側（例えば製造メーカーや店舗等）が、視聴動向を
調査することが可能となり、提供する情報のデータ量，情報中のテキストと映像との配分
，情報の内容等をその調査結果に応じて決定して、より一層適切な情報を利用者に提供す
ることが可能となる。また、製造メーカーや店舗等が、テレビ番組内やテレビＣＭで自己
の製品や店舗等を紹介した際の効果を検証することも可能となる。
【００９４】
　（７）デジタル放送信号中の蓄積型のデータ自体に、テレビ番組の映像中の被写体につ
いての詳細情報（テレビ受像機１の画面１ａから光信号として出力するにはデータ量が大
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きすぎる情報）が含まれている場合には、テレビ受像機１の画面１ａから、その被写体に
関連する関連情報として、その被写体についての詳細情報を識別する識別ＩＤを光信号で
出力するようにしてもよい。
【００９５】
　この場合には、テレビ受像機１，記録端末装置２にそれぞれ双方向通信用のインタフェ
ースを設ける（例えばＬＡＮインタフェースを設けてＬＡＮに接続する）。また、テレビ
受像機１内のマイクロプロセッサ１７は、この詳細情報をテレビ受像機１内のメモリ（図
示略）に蓄積しておく。
【００９６】
　そして、記録端末装置２内のマイクロプロセッサ３３が、この識別ＩＤをテレビ受像機
１に送って詳細情報の送信を要求し、テレビ受像機１内のマイクロプロセッサ１７が、こ
の要求に応じて詳細情報を記録端末装置２に送信し、記録端末装置２内のマイクロプロセ
ッサ３３が、受信した詳細情報をメモリ３４に記憶させたり表示部３５に表示させる。
【００９７】
　（８）記録端末装置２に、受光光学系３１及び受光素子３２の代わりに、通常のカメラ
付き携帯電話に搭載されるのと同様なＣＣＤカメラまたはＣＭＯＳカメラと、このカメラ
の一部の撮像領域（図２に例示したような１つのオブジェクトの点滅表示の範囲に対応す
る大きさの領域）を指定するための操作手段を設け、マイクロプロセッサ３３が、このカ
メラの出力信号からこの操作手段によって指定された撮像領域の信号を抽出して、その抽
出した信号からオブジェクトの関連情報を復号するようにしてもよい。
【００９８】
　あるいは、１つのオブジェクトだけが画面に表示され、画面全体をそのオブジェクトの
関連情報によって変調した周期で点滅表示させるような場合には、単に、ＣＣＤカメラま
たはＣＭＯＳカメラを設け、このカメラの出力信号からマイクロプロセッサ３３がオブジ
ェクトの関連情報を復号するようにしてもよい。
【００９９】
　（９）テレビ放送に限らず、インターネット経由で配信される映像コンテンツにその映
像内のオブジェクトの関連情報が付加されている場合に、コンピュータを始めとしてイン
ターネットに接続可能な各種の機器において、ディスプレイの画面を点滅表示させること
によってその関連情報を光信号として出力させるようにしてもよい。
【０１００】
　（１０）テレビ受像機１を、図８のチューナ１１，復調器１２，デスクランブラ１３，
多重分離器１４，映像デコーダ１５，音声デコーダ１６，マイクロプロセッサ１７及び映
像信号処理回路１８から成る映像出力装置（ディスプレイを有しないテレビ受信機）と、
表示駆動回路１９，領域－関連情報対記憶用メモリ２０及びディスプレイ２１から成る表
示装置との２つの装置に分け、この映像出力装置内の映像信号処理回路１８から、例えば
デジタルオーディオ／ビデオ信号伝送用のケーブルであるＨＤＭＩ（High Definition Mu
ltimedia Interface）ケーブルを介して、この表示装置内の表示駆動回路１９に表示画面
データを送るようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】デジタルカメラの外観例を示す図である。
【図２】画面上のオブジェクト及びその点滅範囲を例示する図である。
【図３】一般的なディスプレイを例示する図である。
【図４】一般的なハイフレームレート表示の例を示す図である。
【図５】フレーム内変調を例示する図である。
【図６】フレームレート変調を例示する図である。
【図７】本発明に係るシステムを構成する装置の外観を例示する図である。
【図８】図７のテレビ受像機の構成例を示すブロック図である。
【図９】図８の表示駆動回路による処理を示すフローチャートである。
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【図１０】図７の記録端末装置の構成例を示すブロック図である。
【図１１】記録端末装置による処理を示すフローチャートである。
【図１２】図７の記録端末装置の画面の表示例を示す図である。
【図１３】図７の記録端末装置の構成の変更例を示すブロック図である。
【図１４】図７の記録端末装置の構成の変更例を示すブロック図である。
【符号の説明】
【０１０２】
　１　表示装置、　１ａ　表示装置の画面、　２　記録端末装置、　２ａ　記録端末装置
の受光面、　２ｂ　記録端末装置の画面、　１７　マイクロプロセッサ、　１８　映像信
号処理回路、　１９　表示駆動回路、　２０　領域－関連情報対記憶用メモリ、　２１　
ディスプレイ、　３１　受光光学系、　３２　受光素子、　３３　マイクロプロセッサ、
　３４　メモリ、　３５　表示部、　４１　非接触ＩＣカード、　４３　通信インタフェ
ース

【図１】

【図２】

【図３】
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【図１２】
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